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〇定例会の主な動き
本会議（12/4～10）····························一般質問、議案上程、採決	 （2〜4面）
各常任委員会等（12/11～20）··········議案・陳情審査等	 （4面）
本会議（12/19、 24）…······················委員長報告、議案上程、採決	 （3・4面）

　市議会では、議会基本条例の制定に向けた集中的な議論を進めていくため、議会基本
条例の制定に関する調査特別委員会（以下「特別委員会」という。）を設置しています。

〇定例会の概要
•�今定例会では、16名の議員が一般質問を行いました。
•�当初、会期を12月19日までとしましたが、常任委員会の審査に時間を要し
たため、会期を12月24日まで延長しました。

•�市長提出議案として、条例関係議案６件、補正予算議案２件、その他議案
10件を可決、監査委員（新任）及び固定資産評価審査委員（再任）の人事
議案４件に同意、常勤特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の制定議案を継続審査としました。

•�第３次鎌倉市総合計画第３期基本計画の策定議案について、委員会修正案
が提出されましたが否決となり、原案が可決されました。

•�議員提出議案として、「市民の請願・陳情権を守ることを確認することに
関する決議について」及び意見書２件を可決し、陳情２件を採択しました。

平成25年 12月定例会（12月４日～24日）
第３次鎌倉市総合計画第３期基本計画の策定議案等を可決

【今後の定例会開会予定日】　２月定例会：２月12日（水）

　地方分権の時代にふさわしい議会の役割や、議員は何をすべきでどう動くべきなのかなど、市議会の活動をより活発化し、充実させていくこと
で、情報公開及び市民参画を基本とする公正で民主的な市政の発展に寄与しようとするための条例です。

　特別委員会では、平成26年12月を目途に条例の制定を目指すことを確認しましたが、制定までの期間が短いことから、審査をより効率的にする
ため、二つの小委員会を設け、条例の制定に向けて準備を進めています。（左下を参照）

特別委員会の設置までの経過

議会基本条例とは

議会基本条例の制定に向けて

　パブリックコメント小委員会では、市民の皆
さんのご意見を議会基本条例に生かすことを目
的に、市民意見聴取会（オープンミーティング）
の準備及び実施、パブリックコメントの実施な
どを担当しています。

　逐条小委員会では、前任
期で取りまとめられた議会
基本条例の素案（案）の解
釈についての整理及び議会
報告会（試行）の準備を担
当しています。

パブリックコメント小委員会

逐条小委員会

　議会基本条例の制定に向けて、市民の皆さんから「市民と議会の
関係」を中心としたご意見を伺うため、市内５地域で下記のとおり
オープンミーティングを開催します。
　多くの市民の皆さんの意見を生かしていくことが開かれた議会への第一歩と考えておりま
すので、ぜひご来場いただき、ご意見をお聞かせください！
　各会場の設営を行う関係上、できればご希望会場と来場人数を鎌倉市議会
（電話23–3000内線2448）までお知らせください。当日参加も大歓迎です！

腰越会場　10～12時　腰越行政センター第３集会室
深沢会場　14～16時　深沢行政センター第２集会室
玉縄会場　18～20時　玉縄行政センター第４集会室
※３会場とも駐車スペースに限りがあります。公共交通機関をご利用ください。

大船会場　10～12時　大船消防署・講堂
※大船消防署には駐車スペースがありません。公共交通機関をご利用ください。

鎌倉会場　14～16時　市役所議会全員協議会室（本庁舎２階）
※当日は市役所駐車場が市民駐車場となるため、ご利用は有料となります。

オープンミーティング

２／１ 
  （土）

鎌倉市議会ってどんなところ？Vol.7

２／ 2 
  （日）

　地方議会のあり方が問われている中、鎌倉市議会では、前任期に、「議会基本条例の策定に関
する調査特別委員会」を設置し、議会・議員の活動原則、市民と議会の関係、議員定数等といっ
た議会の根幹事項についての調査・研究を重ね、議会基本条例の素案（案）を取りまとめました。
この成果を受け継ぎ、条例制定に向けた特別委員会を平成25年10月３日に設置しました。

特別委員会の委員

議員と
語ろう！



平成26年２月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２２４号　　（２）

一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等について
市長などにただすもので、
12月定例会では16名の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で、事項別に整理した一部の内容
を掲載しています。

一般質問の全文は、２月中旬作成予定の本会議録を図
書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索システ
ム」でご覧ください。

松中　健治……「市長の政治姿勢関連他」
小野田康成……�「空き家対策について」「指定管理者制度について」�

「コスト削減と法令遵守について」
西岡　幸子……「「データヘルス」の取り組みについて」
岡田　和則……�「各会計決算等審査意見書における監査委員の意見に対するとり扱いについて」�

「食堂の設置について」「大船駅東口・笠間口駅前景観について」� �
「関谷・城廻の開発計画における生産緑地活用の是非とその後について」� �
「その他（政治姿勢について）」

吉岡　和江……「ごみ問題について」「26年度予算編成方針について」
渡辺　　隆……「鎌倉市の将来について」
中澤　克之……「防災等について」「子供たちの環境等について」「公契約等について」
髙橋　浩司……「廃棄物処理の諸問題について」
前川　綾子……「子育て・教育の諸課題について」
保坂　令子……�「民間事業者からの企画の提案について」「津波対策について」�

「がけ地対策について」「大規模造成地の調査について」� �
「災害時要援護者対策等、コミュニティーの共助に係る施策について」

長嶋　竜弘……「危機管理について」「廃棄物と資源物の処理について」
納所　輝次……「深沢地域国鉄跡地周辺総合整備事業について」
竹田ゆかり……「教育環境・条件整備について」「安心・安全なくらしを守るために」
渡邊昌一郎……「ふるさと雇用補助金関連」
三宅　真里……�「子ども・子育て支援新制度に向けて」「障がい福祉サービス等利用計画について」

「空家の管理と活用について」「ごみ処理問題等、市長の政治姿勢について」
上畠　寛弘……�「市長の政治姿勢等について」「鎌倉市の観光と都市交流」�

「職員の労務管理責任」「施設管理の在り方」

一般
質問

　
本
市
に
お
け
る
随
意
契
約
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
随
意
契
約
の
定
義
と
は
。

市�

民
活
動
部
長
…
地
方
公
共
団
体

が
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
る
こ

と
な
く
任
意
に
特
定
の
者
を
選

定
し
、
そ
の
者
と
売
買
、
貸
借
、

請
負
そ
の
他
の
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

質�

問
…
本
市
の
随
意
契
約
の
手
続

き
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

総�

務
部
長
…
随
意
契
約
は
特
定
の

者
を
選
定
す
る
た
め
、
非
常
に

気
を
使
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

�　
そ
の
た
め
、
契
約
予
定
金
額

が
一
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合

は
、
各
部
が
契
約
検
査
課
と
書

面
で
事
前
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
承
認
さ
れ
た
場
合

は
、
価
格
等
を
検
証
の
上
、
本

市
に
と
っ
て
有
利
と
考
え
ら
れ

る
事
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
に

な
る
。

質�

問
…
随
意
契
約
の
場
合
、
価
格

交
渉
は
行
っ
て
い
る
か
。

同�

部
長
…
競
争
入
札
と
違
い
、
価

格
交
渉
が
で
き
る
の
が
随
意
契

約
の
メ
リ
ッ
ト
と
も
い
え
る
。

　

価
格
の
検
証
と
い
う
意
味
で

も
推
奨
し
て
い
る
。

質�

問
…
随
意
契
約
で
あ
っ
て
も
可

能
な
限
り
競
争
原
理
を
働
か

せ
る
べ
き
と
い
う
考
え
に
つ

い
て
い
か
が
か
。

同�

部
長
…
価
格
の
決
定
に
つ
い

て
、
複
数
の
業
者
が
あ
る
場
合

は
競
争
さ
せ
る
考
え
方
で
い
る
。

質�

問
…
本
市
に
お
い
て
契
約
実
績

の
な
い
全
く
の
新
規
事
業
者

　
本
市
に
お
け
る
個
人
情
報
の
流

出
防
止
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質�

問
…
鎌
倉
市
に
お
け
る
個
人
情

報
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を

指
す
の
か
。

総�

務
部
長
…
鎌
倉
市
個
人
情
報
保

護
条
例
の
規
定
で
は
、
生
存
す

る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、

ま
た
は
識
別
さ
れ
得
る
も
の
と

定
義
し
て
い
る
。

質�

問
…
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄

本
な
ど
が
代
理
人
請
求
で
き

る
が
、
そ
の
代
理
人
が
持
っ
て

き
た
委
任
状
が
確
か
に
本
人

か
ら
委
任
さ
れ
た
も
の
か
の

確
認
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

市�

民
活
動
部
長
…
住
所
、
氏
名
、

委
任
内
容
な
ど
の
必
要
事
項
が

記
載
さ
れ
、
自
署
押
印
が
あ
れ

ば
、
本
人
か
ら
委
任
さ
れ
た
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。

質�

問
…
本
人
が
、
代
理
人
と
し
て

誰
が
取
り
に
き
た
か
の
開
示

請
求
は
で
き
る
の
か
。

同�

部
長
…
個
人
情
報
保
護
条
例
の

趣
旨
が
請
求
者
個
人
の
情
報
開

示
が
前
提
で
あ
る
た
め
、
代
理

人
の
住
所
、
氏
名
等
の
開
示
は

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

質�

問
…
全
国
の
自
治
体
で
本
人
通

知
制
度
を
導
入
し
始
め
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
。

同�

部
長
…
本
人
通
知
制
度
と
は
、

法
に
基
づ
く
事
務
で
は
な
く
、

市
町
村
が
独
自
で
行
う
取
り
組

み
の
た
め
、
市
町
村
に
よ
り
違

　
本
市
に
お
け
る
深
沢
地
域
国
鉄

跡
地
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

質�

問
…
深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
周
辺

に
つ
い
て
、
市
は
第
３
の
拠
点

の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
と

い
う
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

拠�

点
整
備
部
長
…
市
民
等
と
時
間

を
か
け
て
協
議
・
検
討
を
重
ね

て
き
た
結
果
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
と
し
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

（
※
）
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
、

施
設
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
に

お
い
て
、
常
に
健
康
社
会
の
実

現
を
意
識
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

質�

問
…
先
の
市
長
選
挙
で
、
市
長

は
総
合
体
育
館
の
整
備
を
公

約
と
し
て
い
た
が
、
具
体
的
に

ど
う
実
現
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

市�

長
…
本
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
環
境
が
、
他
市
と
比
較

し
て
も
十
分
で
は
な
い
た
め
、

何
と
し
て
も
整
備
を
実
現
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
か
ら
も
整
備
の
要
望
が

あ
る
。
今
後
、
地
元
、
関
係
団

体
等
と
協
議
し
な
が
ら
、
公
共

施
設
再
編
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
進
め
て
い
き
た
い
。

質�

問
…
土
地
利
用
計
画
案
で
は
、

当
該
事
業
区
域
内
に
看
護
系

大
学
の
誘
致
と
と
も
に
、
大
学

と
連
携
し
た
体
育
施
設
も
複

合
的
に
整
備
し
て
い
く
と
あ

る
が
、
そ
の
必
要
性
は
。

拠�

点
整
備
部
長
…
土
地
利
用
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
健
康
生
活
拠
点
・

深
沢
と
し
、
象
徴
す
る
機
能
と

し
て
医
療
福
祉
系
大
学
を
候
補

１
者
を
特
定
し
、
随
意
契
約
の

相
手
先
と
し
て
い
る
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
な
い
か
。

同�

部
長
…
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
第
１
項
第
２
号

に
規
定
さ
れ
る
、
そ
の
性
質
又

は
目
的
が
競
争
入
札
に
適
さ
な

い
と
い
う
部
分
に
悩
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。
他
と
競
争
さ
せ
ら
れ

な
い
か
議
論
し
、
ど
こ
ま
で
調

査
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

質�

問
…
民
間
事
業
者
か
ら
市
長

に
、
本
市
の
事
業
に
つ
い
て
企

画
提
案
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
う

取
り
扱
う
か
。

市�

長
…
そ
れ
が
本
市
の
課
題
解
決

に
資
す
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

担
当
に
そ
の
先
の
検
討
を
指
示

す
る
。

質�

問
…
寄
せ
ら
れ
た
企
画
提
案
を

採
用
す
る
場
合
は
、
透
明
性
、

公
正
性
、
競
争
性
が
求
め
ら

れ
、
何
よ
り
も
本
市
に
と
っ
て

い
が
あ
る
が
、
告
知
型
は
、
住

民
票
や
戸
籍
謄
本
等
を
第
三
者

が
不
正
に
取
得
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
は
、
市
か
ら
本
人

に
通
知
す
る
制
度
で
あ
る
。

質�

問
…
告
知
型
は
、
不
正
請
求
が

判
明
し
た
場
合
だ
が
、
事
前
登

録
型
と
い
う
制
度
と
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
な
の
か
。

同�

部
長
…
希
望
す
る
方
が
事
前
に

市
に
登
録
し
、
第
三
者
が
そ
の

方
の
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
等
を

請
求
し
た
場
合
、
そ
の
事
実
を

登
録
者
本
人
に
通
知
す
る
制
度

で
あ
る
。

質�

問
…
本
人
通
知
制
度
の
導
入
に

向
け
て
研
究
・
検
討
を
進
め
て

行
く
組
織
の
立
ち
上
げ
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

同�

部
長
…
導
入
に
当
た
り
課
題
も

あ
る
が
、
先
行
市
の
情
報
収
集

に
努
め
、
県
の
窓
口
事
務
連
絡

協
議
会
等
で
協
議
を
進
め
た
い
。

必
要
な
事
業
な
の
か
、
見
極
め

を
厳
し
く
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

市�
長
…
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案

に
つ
い
て
は
、
広
く
門
戸
を
開

い
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

大
前
提
と
し
て
、
十
分
な
配
慮

を
も
っ
て
進
め
て
い
る
。

質�

問
…
企
画
提
案
を
持
ち
込
ん
だ

会
社
に
有
利
と
な
ら
な
い
よ

う
な
手
法
を
担
保
す
る
た
め
、

ど
う
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

総�

務
部
長
…
民
間
提
案
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
（
※
）
な
ど
適
切
な
処

理
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
後
も
よ
り
適
切
な
仕

組
み
と
な
る
よ
う
改
善
し
て
い

き
た
い
。

契
約
の
あ
り
方

個
人
情
報
の
流
出
防
止

深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
の
整
備
事
業

に
挙
げ
て
お
り
、
大
学
と
連
携

す
る
ス
ポ
ー
ツ
医
療
や
リ
ハ
ビ

リ
施
設
な
ど
多
様
な
機
能
の
参

入
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
・
複
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

質�

問
…
藤
沢
市
村
岡
地
区
の
新
駅

構
想
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

同�

部
長
…
藤
沢
市
で
は
、
市
民
参

画
に
よ
り
同
地
区
整
備
計
画

（
案
）
を
策
定
し
、
関
係
機
関

と
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
新

駅
の
効
果
や
規
模
、
事
業
費
等

を
検
討
し
て
い
る
。
並
行
し
て
、

県
、
藤
沢
市
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
及

び
本
市
で
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら

は
、
正
式
に
新
駅
設
置
の
意
思

表
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
で

き
る
限
り
協
力
を
す
る
と
の
意

向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

質�

問
…
当
該
事
業
の
防
災
機
能
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　

高
度
な
知
識
・
技
術
等
が
要
求

さ
れ
る
業
務
を
対
象
に
、
複
数
の

者
か
ら
提
案
さ
れ
た
企
画
等
を
総

合
的
に
評
価
し
、
当
該
事
業
の
目

的
に
最
も
合
致
し
た
企
画
等
を
有

す
る
者
を
選
定
す
る
方
式
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス

　

深
沢
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

テ
ー
マ
で
は
、「
人
・
都
市
・
社

会
に
と
っ
て
非
常
に
好
ま
し
い
総

合
的
な
健
康
社
会
」と
し
て
い
る
。

包
括
予
算
制
度

　

政
策
的
経
費
、
経
常
的
経
費
に

加
え
て
人
件
費
を
含
め
た
予
算
の

一
定
額
を
各
部
に
配
当
し
、
そ
の

枠
内
で
各
部
長
等
が
事
業
の
優
先

順
位
を
つ
け
、
自
立
的
に
予
算
編

成
、
予
算
執
行
の
両
方
を
行
う
制

度
の
こ
と
。
平
成
25
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
、
市
民
活
動
部
、
健

康
福
祉
部
の
２
部
で
試
行
を
行
っ

て
お
り
、
26
年
度
予
算
編
成
か
ら

全
庁
的
に
導
入
さ
れ
る
。

用
語
の
解
説

う
に
考
え
て
い
る
か
。

同�

部
長
…
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
案
）
に
お
い
て
、
公
園

に
災
害
ト
イ
レ
や
備
蓄
倉
庫
、

防
災
井
戸
な
ど
施
設
の
設
置
等

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
当
該
事

業
の
公
園
等
整
備
で
も
災
害
時

の
避
難
場
所
や
救
援
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
等
に
つ
い
て
、

関
係
課
、
町
内
会
等
と
連
携
・

調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

湘南深沢駅前の事業用地



（３）　　第２２４号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成26年２月１日

　
本
市
に
お
け
る
ご
み
問
題
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質
問
…
ご
み
の
戸
別
収
集・有
料
化

　
は
、平
成
26
年
７
月
の
全
市
実
施

　
に
向
け
て
市
民
に
説
明
し
て
き

　
た
と
思
う
が
、今
定
例
会
に
条
例

　
提
案
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

市�

長
…
市
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
ま
た
、
市
長
選

挙
に
て
、
多
く
の
市
民
の
方
か

ら
ご
意
見
等
を
い
た
だ
い
た

中
に
お
い
て
は
、
戸
別
収
集
・

有
料
化
の
制
度
内
容
や
本
市

の
ご
み
行
政
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
人

が
ま
だ
少
な
い
と
感
じ
た
。
さ

ら
な
る
説
明
等
が
必
要
と
判

断
し
、
今
定
例
会
で
の
提
案
を

見
送
っ
た
。

質�

問
…
実
施
時
期
を
考
え
る
と
、

２
月
定
例
会
で
の
条
例
提
案

し
か
な
い
と
思
う
が
、
議
会
の

決
議
も
あ
り
、
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
て
い
な
い
中
、
ま
た
説

明
会
を
や
る
と
い
う
こ
と
か
。

市�

長
…
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
受

け
入
れ
て
も
い
い
と
い
う
ご

意
見
を
多
数
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て

検
討
し
、
今
後
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質�
問
…
市
民
に
は
戸
別
収
集
と
有

料
化
を
一
緒
に
や
る
こ
と
で
、

ご
み
が
減
る
と
説
明
し
て
き

た
が
、
別
の
考
え
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
の
か
。

市
長
…
戸
別
収
集
と
有
料
化
の
実

　

施
時
期
も
同
時
と
い
う
こ
と
以

　

外
に
、選
択
肢
の
幅
を
持
た
せ
て

　
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質�

問
…
そ
う
な
る
と
、
実
施
時
期

も
含
め
た
、
方
針
の
転
換
を
す

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

市�

長
…
方
針
を
変
え
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
、
市
民
に
対
し
て
は
同
時

に
実
施
す
る
と
い
う
説
明
を

し
て
き
た
の
で
、
そ
の
点
に
つ

い
て
は
、
審
議
会
に
も
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
結
論

　
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質�

問
…
七
里
ガ
浜
、
鎌
倉
山
、
山

ノ
内
の
３
カ
所
で
現
在
行
っ

て
い
る
戸
別
収
集
の
モ
デ
ル

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
中
、
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
の
か
。

環�

境
部
長
…
今
年
度
は
、
１
年
間

を
通
じ
た
収
集
時
間
の
確
認

及
び
ご
み
の
排
出
量
の
検
証

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
に
戻
す
こ

と
は
モ
デ
ル
地
区
の
方
の
混

乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
戸
別
収
集
を

継
続
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

今
後
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

　

方
と
の
協
議
が
必
要
に
な
っ
て

　

く
る
が
、ご
み
の
組
成
状
況
等
の

　

�

変
化
を
把
握
す
る
必
要
性
が
あ

る
の
で
戸
別
収
集
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
予
算
編
成
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質�

問
…
現
在
の
本
市
の
財
政
状
況

を
ど
う
判
断
す
る
の
か
。

総�

務
部
長
…
市
町
村
の
財
政
状
況

　

を
客
観
的
に
比
較
す
る
健
全
化

　

�

判
断
比
率
と
し
て
四
つ
の
指
標

が
あ
る
。こ
の
う
ち
、平
成
24

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
及

び
将
来
負
担
比
率
の
２
指
標

か
ら
は
、
本
市
の
財
政
状
況
が

早
期
に
健
全
化
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
基
準
に
は
達

し
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
。

　

�　
た
だ
、
財
政
の
自
由
度
を
図

る
指
標
の
一
つ
で
あ
る
経
常

収
支
比
率
は
年
々
悪
化
し
て

お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
に
あ
る
と
思
う
。

質�

問
…
今
回
全
て
の
部
に
導
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た
包
括
予
算

制
度
（
※
）
に
つ
い
て
、
各
部

で
の
予
算
編
成
の
方
法
を
聞

き
た
い
。

　

�　
例
え
ば
災
害
対
策
な
ど
、
市

の
基
本
方
針
と
し
て
優
先
度

の
高
い
事
業
が
あ
る
部
局
の

場
合
、
ま
ず
は
そ
れ
を
優
先

し
、
他
の
部
分
を
削
減
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
か
。

同�

部
長
…
新
た
な
課
題
に
対
し
て

投
入
で
き
る
財
源
は
、
あ
る
程

度
の
枠
を
別
に
設
け
て
い
る

が
、
ご
質
問
の
よ
う
に
、
各
部

局
で
そ
の
よ
う
な
や
り
く
り

を
行
う
ケ
ー
ス
も
現
実
的
に

は
出
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　

�　
こ
の
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
既
存
の
経
費
の
や
り
く
り

の
中
で
工
夫
・
見
直
し
を
し
な

け
れ
ば
余
力
が
出
に
く
い
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
逆
に
、
工
夫

次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
制
度
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

�　
決
し
て
職
員
の
や
る
気
を
そ

ぐ
よ
う
な
制
度
運
用
は
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

質�

問
…
そ
う
は
い
っ
て
も
扶
助
費

　
等
の
待
っ
た
な
し
の
部
分
や
、市

　

�

の
基
本
方
針
と
し
て
災
害
対
策

な
ど
各
分
野
に
ま
た
が
る
事

業
が
あ
る
中
で
は
、あ
る
意
味

　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
予
算
編
成
に

　

�

な
る
可
能
性
が
あ
り
、新
た
な

事
業
に
対
す
る
職
員
の
知
恵

や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
こ

な
い
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

市�

長
…
年
々
扶
助
費
が
増
加
す
る

中
、
新
た
な
施
策
に
対
す
る
予

算
を
見
い
だ
せ
な
い
状
況
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上

で
い
け
ば
新
た
な
こ
と
を
行

う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　

�　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

　

本
制
度
は
、各
部
局
で
事
業
の
優

　

�

先
度
に
つ
い
て
議
論
を
尽
く
し

た
上
で
予
算
の
組
み
替
え
を

行
っ
た
り
、
各
事
業
に
係
る
人

員
を
見
直
す
中
で
新
た
に
財

源
を
創
出
し
新
た
な
施
策
を

行
う
な
ど
、
多
様
な
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
す
た
め
の
仕
組
み

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
問
題
に
つ
い
て

予
算
の
編
成
に
つ
い
て

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益
に関することについて、意見書を国会または関係行政庁に提出する
ことができます。今定例会では次の意見書を可決し、鎌倉市議会と
して関係機関に送付しました。

予防接種法に基づく健康被害者の速やかな救済を�
求める意見書　　　　　　　　　　　　　　　　

　予防接種法に基づく予防接種を受けた者が、副反応により健康被害が
生じた場合、市町村による給付を受けることができるといった予防接種
健康被害救済制度がある。この制度は、その健康被害が接種を受けたこ
とによるものであると国が認定した場合に適用される。
　今年４月に改定された予防接種法では、副反応報告制度を法律上に位
置づけ、医療機関から厚生労働大臣への報告を義務化している。しかし、
本市が申請した審査の実例を見ると、被害者が被害申請を出してから、
審査結果に至るまで約１年６カ月もの期間がかかっており、この中でも、
国における認定審査会による審査は、数年という長い期間を有する場合
があることから、救済決定に至る期間の短縮化が求められているところ
である。
　よって、市民の健康と安全を守るため、国・県においては、早期に下
記の対策を講ずるよう要望する。

記

１�　副反応被害者の立場を考慮し、速やかな救済制度体制の構築並びに
相談事業の拡充を図ること。

２�　予防接種と副反応の因果関係に関して、速やかな調査体制を構築す
るとともに、情報公開を行うこと。

３�　任意接種による健康被害者も、定期接種に準ずる手続等申請の簡易
化を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成25年12月19日
� 　　　　　　　　　　　　　　　鎌　　倉　　市　　議　　会

要支援者への予防給付を市町村事業とすることに�
関する意見書　　　　　　　　　　　　　　　　

　９月４日、厚生労働省は、社会保障審議会の介護保険部会において、
介護保険で「要支援」と認定された高齢者を保険給付の対象から外し、
「新しい地域支援事業」に移行する方針を示した。この方針を受け、全
国の市町村議会からの意見書が上がったことや多くの関係者からの心配
の意見を反映して、厚生労働省は11月14日の社会保障審議会介護保険部
会に、「予防給付のうち市町村事業に移すのは訪問介護、通所介護のみ
とし、訪問看護や訪問リハビリなどは予防給付として継続する」ことを
提案した。しかし、訪問介護と通所介護は予防給付の約90％に当たり、
要支援外しの本質は変わっていない。「新しい地域支援事業」は、「市町
村が地域の実情に応じて」行うこととなり、サービス内容は市町村の裁
量に任される。
　しかし、その費用に、一定の上限が設けられる可能性があり、市町村
の介護保険財政や高齢者が受けるサービスの内容、小規模な事業者の経
営等に悪影響を及ぼしかねない。
　要支援のサービスを利用している高齢者は、歩く力が弱く、判断能力
が多少落ちている人のほか、脳梗塞で軽い麻痺が残る人たちである。そ
のため、掃除や買い物などの家事で本人ができない部分を訪問介護員に
手伝ってもらいながら日常生活を送っているほか、通所介護では介護予
防を目的とした運動に取り組んでいる。また、認知症の人にとっては、
初期の段階で適切なケアを受けることが重症化の予防となっている。
　このように、要支援者を対象とした介護予防事業を十分に進めれば、
介護が必要な高齢者の増加を抑制することができる。しかし、要支援者
の訪問介護、通所介護などを保険給付から外すことにより、高齢者の重
症化が進み、介護保険財政の圧迫につながる可能性が生じる。
　よって、政府においては、要支援者への予防給付を市町村事業とせず、
保険給付を引き続き継続するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成25年12月24日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

可 決 し た 決 議
　議会は、12月10日の本会議において次の決議を行いました。

市民の請願・陳情権を守ることを確認することに関する決議
　請願は憲法第16条に定められたとおり、「何人も平穏に請願する権利」
として保障されていることを、我々議員も厳に自覚しなくてはならない。
　また、鎌倉市議会では従来より、陳情も請願と同様に扱い、市民の意
見を真摯に傾聴することに努めている。
　よって、改めて鎌倉市議会として議員は、憲法を尊重し擁護する義務
を負っていることを再確認するとともに、市民が安心して請願・陳情を
提出できる環境に資することを決意する。
　以上、決議する。
　 　  平成25年12月10日
� 　鎌　　倉　　市　　議　　会

http://www.city.kamakura.
kanagawa.jp/gikai/

または、

本会議・委員会映像
公開中です！

鎌倉市議会ホームページは
こちら！

　鎌倉市議会では、本会議及
び各常任委員会等について生
中継を行っています（録画映
像も見ることができます）。

鎌倉市議会 検索

鎌倉市議会からのお知らせ

提出の締め切り…提出はいつ
でも可能ですが、定例会初日
の前日までに提出された場合
はその定例会で審査し、それ
以降の提出の場合は次回定例
会での審査となります。

◇かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
　�「かまくら議会だより」は、鎌倉朗読・録音奉仕会と鎌倉市点訳赤十字
奉仕団のご協力により、音声版（収録テープ）と点訳版を作成していま
す。ご希望の方は議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

◇請願・陳情の出し方
　�市民の皆さんの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させる制度と
して請願と陳情があります。請願は１人以上の紹介議員の署名が必要で
すが、陳情は不要です。提出に当たっては、所定の様式があるため、事
前に議会事務局議事調査担当までお問い合わせください。

鎌倉市議会事務局
議事調査担当

電　話：0467（23）3000　内線2448
ＦＡＸ：0467（23）5825
メール：gikai02@city.kamakura.
　　　　kanagawa.jp
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今
定
例
会
で
は
、
議
会
か
ら
４

件
、
市
長
か
ら
23
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
の
内

容
及
び
議
会
に
お
け
る
議
決
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
議
会
提
出
議
案

市
民
の
請
願
・
陳
情
権
を
守
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て

　

憲
法
第
16
条
に
定
め
ら
れ
た
請

願
及
び
本
市
で
請
願
同
様
に
扱
っ

て
い
る
陳
情
に
つ
い
て
、議
員
は
、

憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を

負
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
市
民
が
安
心
し
て
請

願
・
陳
情
を
提
出
で
き
る
環
境
に

資
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で

す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
健
康
被
害

者
の
速
や
か
な
救
済
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
に
よ
る
副
反
応
被
害

者
の
立
場
を
考
慮
し
、
速
や
か
な

救
済
制
度
体
制
の
構
築
及
び
相
談

事
業
の
拡
充
を
図
る
こ
と
等
、「
予

防
接
種
法
」
に
基
づ
く
健
康
被
害

者
の
速
や
か
な
救
済
を
求
め
る
こ

と
に
関
し
、
国
・
県
に
意
見
書
を

提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付
を
市
町

村
事
業
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

要
支
援
者
へ
の
予
防
給
付
を
市

町
村
事
業
に
移
行
せ
ず
、
保
険
給

付
を
引
き
続
き
継
続
す
る
よ
う
政

府
に
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

主
な
市
長
提
出
議
案

鎌
倉
市
風
致
地
区
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
県
が
制
定
し
て
い
た
風

致
地
区
条
例
を
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
３
年
の
猶
予
期
間
内

に
、
各
市
町
で
制
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
営
住
宅
条
例
及
び
鎌
倉
市

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
対
応
す

る
二
つ
の
条
例
の
規
定
の
整
備
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
鎌
倉
市
営

住
宅
条
例
に
規
定
す
る
単
身
者
向

け
市
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
に
、

生
活
の
本
拠
を
共
に
す
る
交
際
を

す
る
関
係
に
あ
る
相
手
及
び
当
該

関
係
で
あ
っ
た
者
か
ら
の
暴
力
等

を
受
け
た
者
を
加
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
平
成
26
年
１
月
３
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
基
本
構

想
の
一
部
修
正
に
つ
い
て

　

社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成

８
年
度
か
ら
30
年
間
を
構
想
期
間

と
す
る
第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画

基
本
構
想
の
一
部
修
正
を
行
う
も

の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
３
期

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
後
期
実
施
計
画
に
お
い
て
大
き

な
財
源
不
足
が
生
じ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
中
、
公
共
施
設
老
朽

化
に
伴
う
維
持
管
理
費
等
の
増
大

や
防
災
・
減
災
対
策
等
の
緊
急
を

要
す
る
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
第
２
期
基
本

計
画
を
平
成
25
年
度
ま
で
で
終
了

さ
せ
、
平
成
26
年
度
か
ら
31
年
度

ま
で
の
６
年
間
を
期
間
と
す
る
新

た
な
計
画
と
し
て
策
定
す
る
も
の

で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
務
常
任
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
修
正
案
を

少
数
の
賛
成
で
否
決
し
、
原
案
を

多
数
の
賛
成
に
よ
り
、
可
決
し
ま

し
た
。補

正
予
算

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

に
向
け
た
事
前
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

作
業
委
託
に
係
る
経
費
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
新
シ
ス
テ
ム
構
築
委

託
料
、
私
立
幼
稚
園
長
時
間
預
か

り
保
育
支
援
事
業
に
係
る
補
助

金
、
名
越
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
光

熱
水
費
に
係
る
経
費
、
準
用
河
川

新
川
護
岸
根
固
め
工
事
に
係
る
経

費
の
追
加
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
９
９
１
０

万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
５
８
７
億
５
７
６
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

平
成
24
年
度
鎌
倉
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算
に
お
け
る
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に
雨
水

排
水
施
設
の
維
持
修
繕
業
務
等
に

係
る
経
費
の
追
加
な
ど
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
２
６
２
７

万
８
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
は
、
69
億
４
３
９
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

　

市
長
か
ら
鎌
倉
市
監
査
委
員
及

び
鎌
倉
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
次
の
方
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
鎌
倉
市
監
査
委
員
】

八
木　

隆
太
郎
氏
（
玉
縄
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
25
年
12
月
18
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

【
鎌
倉
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
】

牧
浦　

義
孝
氏
（
玉
縄
在
住
）

横
松　

佐
智
子
氏
（
長
谷
在
住
）

山
口　

吉
一
氏
（
常
盤
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
26
年
２
月
７
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

陳
情
の
議
決
結
果

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の

継
続
を
求
め
る
陳
情
（
ほ
か
同

要
旨
の
陳
情
１
件
）

両
陳
情
の
要
旨

　

平
成
26
年
度
以
降
も
引
き
続
き

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
結
果

　

委
員
会
で
は
総
員
の
賛
成
に
よ

り
採
択
し
、
本
会
議
で
は
多
数
の

賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

【
訂
正
と
お
わ
び
】

　

前
号
（
第
２
２
３
号
）
第
４
面

「
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
等
」
の

表
中
、「
決
算
第
22
号
平
成
24
年

度
鎌
倉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」
に
お
け
る

議
員
別
賛
否
の
う
ち
、
竹
田
ゆ
か

り
議
員
の
欄
が
、「
○
」（
賛
成
）

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
－
」（
反
対
）
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
議
会
は
市
長
選
挙
後
、
初

め
て
の
議
会
で
し
た
。
二
元
代
表

制
を
鑑
み
、
様
々
な
分
野
・
視
点

か
ら
市
長
の
二
期
目
の
施
政
方
針

を
た
だ
し
た
内
容
と
な
り
ま
し

た
。 

そ
し
て
、
本
紙
一
面
に
掲

載
し
た
通
り
、
本
議
会
で
は
議
会

基
本
条
例
制
定
を
検
討
す
る
中
、

市
民
の
皆
様
の
意
見
を
広
く
伺
う

た
め
に
オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
率
直
な

ご
意
見
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
末
に
は
本
議
会
の

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
多
く
の
反
響
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
信
託
に
応
え

る
べ
く
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

有
益
な
市
政
情
報
の
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

�

　
（
上
畠　
寛
弘
）

　
議
会
広
報
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
長
嶋
　
竜
弘

　
　
副
委
員
長
　
永
田
磨
梨
奈

　
　
委
　
　
員
　
河
村
　
琢
磨

　
　
委
　
　
員
　
保
坂
　
令
子

　
　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
　
委
　
　
員
　
上
畠
　
寛
弘

　
　
委
　
　
員
　
池
田
　
　
実

　
　
委
　
　
員
　
吉
岡
　
和
江

編
集
後
記

○：賛成　　－：反対　　退：退席　　除：除斥
※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　会　派　名

　議　員　名
主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決

結果
条
例第52号 鎌倉市営住宅条例及び鎌倉市ひとり親家庭等の医療費の助成に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 可決

予
算第54号 平成25年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号）

（交通社会実験実施業務委託料の追加等） 可決

そ
の
他

第41号 第３次鎌倉市総合計画基本構想の一部修正について 可決
第42号 第３次鎌倉市総合計画第３期基本計画の策定について（修正案） 否決
第42号 第３次鎌倉市総合計画第３期基本計画の策定について（原案） 可決
第45号 指定管理者の指定について（笛田公園） 可決

議
会
議
案

第９号 市民の請願・陳情権を守ることを確認することに関する決議について 可決

第10号 予防接種法に基づく健康被害者の速やかな救済を求める意見書の
提出について 可決

第11号 要支援者への予防給付を市町村事業とすることに関する意見書の
提出について 可決

陳
情

第121号
第122号 住宅リフォーム助成事業の継続を求める陳情 採択
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
－ － － － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ － －
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ －
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － 除 ○ 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。


